
(国)397号大岩スノーシェッド(奥州市) (国)282号竜ヶ森スノーシェルター(八幡平市)

(国)107号当楽トンネル(西和賀町) (一)羽黒堂二枚橋線東雲橋(花巻市)

【岩手県立黒沢尻工業高等学校土木科】
高校生との協働による橋梁点検資料



インフラストラクチャーとメンテナンス 岩⼿県県⼟整備部

○インフラストラクチャー（infrastructure）

産業や社会生活の基盤となる施設。道路・鉄道・港湾・ダムなど産業基盤の社会資本、

および学校・病院・公園、社会福祉施設等の生活関連の社会資本など。インフラ。

○メンテナンス（maintenance）

機械・建物などの維持。管理。保守。 出典：広辞苑

１

重要港湾 久慈港(久慈市)

いわて花巻空港(花巻市)滝ダム(久慈市)

一般国道106号宮古西道路(宮古市)



○岩手県には、国、県、市町村が管理する道路が約33,300km存在

○そのうち、県が管理する道路（国道、県道）は約4,200km（255路線）

岩手県の道路現況 岩⼿県県⼟整備部

高速道路等

一般国道

主要地方道

一般県道

凡例

高速道路等

一般国道

主要地方道

一般県道

凡例

出典：岩手の道路現況(令和２年４月１日現在)

２

岩手県の道路現況 岩手県の道路網

路線数
実延長
（km）

国管理 4 643.7

県管理 16 1,248.1

計 19 1,891.8

主要地方道 50 1,334.1

一般県道 195 1,662.4

計 245 2,996.5

国管理 4 643.7

県管理 255 4,215.1

市管理 6 29.6

計 265 4,888.4

市町村道 54,319 28,442.8

54,584 33,331.2

区分

一般
国道

県道

国県道

合計

路線数
実延長
（km）

国管理 4 643.7

県管理 16 1,248.1

計 19 1,891.8

主要地方道 50 1,334.1

一般県道 195 1,662.4

計 245 2,996.5

国管理 4 643.7

県管理 255 4,215.1

市管理 6 29.6

計 265 4,888.4

市町村道 54,319 28,442.8

54,584 33,331.2

区分

一般
国道

県道

国県道

合計



【参考】岩手県（県土整備部）の組織 岩⼿県県⼟整備部

３

県土整備部の組織 広域振興局土木部等の所感区域と所在地



出典：岩手の道路メンテナンス概要(令和２年11月 岩手県道路メンテナンス会議)

岩⼿県県⼟整備部岩手県の橋梁現況

○岩手県の橋梁には、国、県、市町村等が管理する橋梁が約13,800橋存在

○そのうち、県が管理する橋梁（国道、県道）は約2,800橋あるが、建設後50年経過した

橋梁の割合は現在の約３割から20年後は約７割まで増加

岩手県の橋梁建設の推移

県管理橋梁の建設後50年が経過した割合

※県管理橋梁2,796橋のうち建設年次が確認できる2,778橋の内訳(令和３年３月末時点)

【現在(2021年)】 【10年後(2031年)】 【20年後(2041年)】

※この他、古い橋梁など記録が確認できない建設年不明橋梁が約3,700橋

４



道路の老朽化対策の本格化の経緯① 岩⼿県県⼟整備部

○米国は、日本よりも30年早い1980年代に多くの道路橋が高齢化したが、維持管理に

予算が十分投入されなかったため劣悪な状態となり「荒廃するアメリカ」と呼ばれた

出典：「荒廃する日本」としないための道路管理、
平成19年３月８日、国土交通省 道路局 ５

荒廃するアメリカ



道路の老朽化対策の本格化の経緯② 岩⼿県県⼟整備部

○平成24年12月２日に中央自動車道（上り）笹子トンネル（東坑口から約1.7km付近）で

天井板が落下

○車両３台が下敷きとなる重大事故が発生（２台が焼損、死者９名、負傷者２名）

出典：社会資本整備審議会道路分科会 第42回基本政策部会資料 ６

笹子トンネル天井板落下事故



道路の老朽化対策に関する取組みの経緯

出典：国土交通省HP

岩⼿県県⼟整備部

７



道路法の改正（平成25年６月） 岩⼿県県⼟整備部

８

（道路の維持又は修繕に関する技術的基準等）
第三十五条の二 法第四十二条第二項の政令で定める道路の維持又は修繕に関する技術的基準その他必要
な事項は、次のとおりとする。

一 道路の構造、交通状況又は維持若しくは修繕の状況、道路の存する地域の地形、地質又は気象の状況
その他の状況（次号において「道路構造等」という。）を勘案して、適切な時期に、道路の巡視を行い、
及び清掃、除草、除雪その他の道路の機能を維持するために必要な措置を講ずること。

二 道路の点検は、トンネル、橋その他の道路を構成する施設若しくは工作物又は道路の附属物について、
道路構造等を勘案して、適切な時期に、目視その他適切な方法により行うこと。

三 前号の点検その他の方法により道路の損傷、腐食その他の劣化その他の異状があることを把握したと
きは、道路の効率的な維持及び修繕が図られるよう、必要な措置を講ずること。

２ 前項に規定するもののほか、道路の維持又は修繕に関する技術的基準その他必要な事項は、国土交通
省令で定める。

（道路の維持又は修繕）

第四十二条 道路管理者は、道路を常時良好な状態に保つように維持し、修繕し、もつて一般交通

に支障を及ぼさないように努めなければならない。

２ 道路の維持又は修繕に関する技術的基準その他必要な事項は、政令で定める。

３ 前項の技術的基準は、道路の修繕を効率的に行うための点検に関する基準を含むものでなけれ

ばならない。

※下線部：改正箇所

道路法（昭和27年法律第180号）平成25年６月５日公布、平成25年９月２日施行

道路法施行令（昭和27年政令第479号）平成25年９月２日施行



状態
Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急
に措置を講ずべき状態。

区分

道路の維持修繕に関する省令・告示の制定 岩⼿県県⼟整備部

（道路の維持又は修繕に関する技術的基準等）

第四条の五の二 令第三十五条の二第二項の国土交通省令で定める道路の維持又は修繕に関する

技術的基準その他必要な事項は、次のとおりとする。

一 トンネル、橋その他道路を構成する施設若しくは工作物又は道路の附属物のうち、損傷、腐食

その他の劣化その他の異状が生じた場合に道路の構造又は交通に大きな支障を及ぼすおそれがある

もの（以下この条において「トンネル等」という。）の点検は、トンネル等の点検を適正に行う

ために必要な知識及び技能を有する者が行うこととし、近接目視により、五年に一回の頻度で行う

ことを基本とすること。

二 前号の点検を行つたときは、当該トンネル等について健全性の診断を行い、その結果を国土

交通大臣が定めるところにより分類すること。

三 第一号の点検及び前号の診断の結果並びにトンネル等について令三十五条の二第一項第三号の

措置を講じたときは、その内容を記録し、当該トンネル等が利用されている期間中は、これを保存

すること。

トンネル等の健全性の診断結果については、次の表に掲げるトンネル等の状態に応じ、次の表に

掲げる区分に分類すること。

道路施行規則（昭和27年建設省令第25号）平成26年３月31日公布、平成26年７月１日施行

９

トンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示（平成26年国土交通省告示第426号）



法定点検対象施設①

10

岩⼿県県⼟整備部

○道路法施行規則第４条の５の６の規定に基づいて行う定期点検（法定点検）はトンネル、

橋その他道路を構成する施設若しくは工作物又は道路の附属物のうち、損傷、腐食その他

の劣化その他の異状が生じた場合に道路の構造又は交通に大きな支障を及ぼすおそれが

あるものが対象

※県管理施設数は令和３年３月末時点

法定点検対象施設

番号 施設区分 法定点検の対象 県管理施設数

① 橋梁
・橋長2.0m以上の橋、高架の道路等

2,796橋

② トンネル
・トンネル本体工、トンネル附属物のアン
カー等 188トンネル

③ シェッド等

・ロックシェッド、スノーシェッド、大型
カルバート、スノーシェルター

ロックシェッド：18基
スノーシェッド：20基
スノースエルター：37基

④ 大型カルバート
・内空に２車線以上の道路を有する程度の
規模 17基

⑤ 横断歩道橋
・横断歩道橋

15基

⑥ 門型標識等
・門型支柱（オーバーヘッド式）を有する
大型の道路標識等 57基



法定点検対象施設②

11

岩⼿県県⼟整備部

(国)106号下達曽部トンネル(宮古市)

(国)284号北上大橋(一関市)

(主)盛岡停車場線桜城歩道橋(盛岡市)

(国)282号(八幡平市)

橋梁 トンネル

横断歩道橋 門型標識橋



法定点検対象施設③

12

岩⼿県県⼟整備部

(国)107号和賀仙人スノーシェッド(北上市) (国)455号二升石１号ロックシェッド(岩泉町)

(国)107号杉名畑スノーシェルター(西和賀町) (一)三日町瀬原線坂下カルバート(平泉町)

スノーシェッド ロックシェッド

スノーシェルター 大型カルバート



岩⼿県県⼟整備部道路インフラのメンテナンスサイクル

○橋梁等の道路構造物は 「点検」⇒「診断」⇒「措置」⇒「記録」というメンテナンスサイ

クルを適切に運用し、継続的に実施することが必要

13

道路橋のメンテナンスサイクル



県管理橋梁の法定点検結果 岩⼿県県⼟整備部

○予防保全段階である健全性Ⅱの橋梁が約６割

○５年以内に修繕等の必要がある健全性Ⅲの橋梁が約１割

○通行止等の緊急措置が必要な健全性Ⅳの橋梁は確認されていない

14

県管理橋梁

2,796橋

法定点検結果（県管理橋梁）

※県管理橋梁数は令和３年３月末時点、法定点検結果は直近５年の点検結果（H28-R２）

状態

Ⅰ 健全
構造物の機能に支障が生じていない状
態。

Ⅱ
予防保全
段階

構造物の機能に支障が生じていないが、
予防保全の観点から措置を講ずることが
望ましい状態。

Ⅲ
早期措置
段階

構造物の機能に支障が生じる可能性があ
り、早期に措置を講ずべき状態。

Ⅳ
緊急措置
段階

構造物の機能に支障が生じている、又は
生じる可能性が著しく高く、緊急に措置
を講ずべき状態。

区分



橋梁の健全性診断事例① 岩⼿県県⼟整備部

鋼主桁の腐食【健全性Ⅲ】

鋼主桁に板厚減少及
び局部的な断面欠損
を伴う腐食が確認さ
れる。設計断面が減
少しており、耐荷力
が低下している可能
性がある。

○2015点検 01盛岡
○（主）上米内湯沢線
○松野橋

15

鋼主桁の防食機能の劣化【健全性Ⅰ】

鋼主桁に軽微な防食
機能の劣化が確認さ
れる。防食機能の劣
化の範囲は局部的で
ある。

○2016点検(盛岡)
○（主）盛岡大迫東和線
○川原橋

鋼主桁の腐食【健全性Ⅱ】

鋼主桁に表面的な腐
食が確認される。耐
荷力低下の可能性は
低いものの、防食機
能が低下している状
態である。

○2017点検 宮古
○（一）浄土ヶ浜線
○日の出橋

鋼橋（主桁）

出典：橋梁定期点検要領(平成31年３月 国土交通省 国道・防災課)



床版のひびわれ

RC床版下面に漏
水・遊離石灰を伴う
2方向の床版ひびわ
れが確認され、一部
に角落ちも確認され
るため、床版の連続
性に影響が生じてい
る可能性がある。

○2016点検
○（国）106号
○猫沢橋

01_盛
岡

橋梁の健全性診断事例② 岩⼿県県⼟整備部

16

鋼橋（床版）
床版の漏水・遊離石灰

床版下面に、遊離石
灰の析出が確認され
る。橋面水の浸透に
よるひびわれ面の擦
り磨きを助長するこ
とが懸念される。

○2016点検盛岡
○（国）106号
○飛鳥口橋

床版のひびわれ

床版に1方向で幅
0.1mm程度の床版
ひびわれが確認され
る。ひびわれ間隔は
300mm程度であ
る。

○2018点検(花巻)
○（主）盛岡大迫東和線
○金仏橋

出典：橋梁定期点検要領(平成31年３月 国土交通省 国道・防災課)



コンクリート桁の剥離・鉄筋露出

コンクリート桁
（RC桁）に鉄筋露
出が見られ、一部で
鉄筋の断面減少が確
認される。設計時の
鉄筋量が減少してお
り、耐荷力が低下し
ている可能性がある。

○2017点検 二戸
○（主）一戸葛巻線
○薬師橋

橋梁の健全性診断事例③ 岩⼿県県⼟整備部
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コンクリート橋（主桁）

出典：橋梁定期点検要領(平成31年３月 国土交通省 国道・防災課)

コンクリート桁の剥離・鉄筋露出

コンクリート桁(RC
桁)に局所的な剥
離・鉄筋露出が確認
される。耐荷力低下
の可能性は低いもの
の、被りコンクリー
トによる防錆効果が
低下している状態で
ある。

○2015点検岩手
○（国）282号
○赤川橋

コンクリート桁の剥離・鉄筋露出

コンクリート主桁に
局部的な剥離が確認
される。鉄筋露出に
は至っていない。

○2017点検(県北)
○（国）395号
○菱倉六の橋



橋梁の健全性診断事例④ 岩⼿県県⼟整備部

出典：道路橋定期点検要領(平成31年２月 国土交通省 道路局)

鋼主桁の腐食

鋼主桁に著しい腐食
が広範囲に見られ、
一部で著しい板厚減
少が確認される。設
計断面が不足してお
り、耐荷力が著しく
低下している。

コンクリート桁の剥離・鉄筋露出

コンクリート桁
（PC桁）に広範囲
な鉄筋露出が確認さ
れる。設計断面が不
足しており、耐荷力
が著しく低下してい
る。

床版のひびわれ

RC床版に床版ひび
われの進展により床
版の一体性が消失し
ている。

下部工の沈下・傾斜

洗堀の影響により、
橋脚が沈下・傾斜し
ており、通行ができ
ない状態である。

18

【参考】健全性Ⅳ(緊急措置段階)



橋梁の補修・補強工事事例① 岩⼿県県⼟整備部

19

路線名：一般国道281号
橋梁名：明神橋
橋長：108.0m
建設年：1983年(昭和58年)
橋梁形式：2径間連続非合成鈑桁橋
所在地：久慈市
点検結果：平成27年度(2015年度)

健全性Ⅱ(予防保全段階)
主な工事内容：橋脚巻立工、支承取替工
工事期間：平成30年度～令和元年度

○工事着手前(P１橋脚巻立工)

補修・補強工事の概要

○工事完成(P１橋脚巻立工)

○工事状況(P１橋脚巻立工)



橋梁の補修・補強工事事例② 岩⼿県県⼟整備部
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路線名：一般国道343号
橋梁名：板木橋
橋長：70.6m
建設年：1969年(昭和44年)
橋梁形式：３径間連続非合成鈑桁橋
所在地：一関市
点検結果：平成28年度(2016年度)

健全性Ⅲ(早期措置段階)
主な工事内容：床版打換工、支承取替工
工事期間：令和２年度～令和３年度

○工事着手前(床版打換工) ○工事完成(床版打換工)

○工事状況(床版打換工)補修・補強工事の概要



橋梁の補修・補強工事事例③ 岩⼿県県⼟整備部
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路線名：一般県道土淵達曽部線
橋梁名：福泉寺橋
橋長：61.6m
建設年：1968年(昭和43年)
橋梁形式：単純合成鈑桁橋3連
所在地：遠野市
点検結果：平成29年度(2017年度)

健全性Ⅲ(早期措置段階)
主な工事内容：支承補修工、塗装塗替工
工事期間：令和２年度～令和３年度

○工事着手前(支承補修工) ○工事完成(支承補修工)

○工事状況(支承補修工)補修・補強工事の概要



橋梁の補修・補強工事事例④ 岩⼿県県⼟整備部

22

路線名：一般国道106号
橋梁名：達曽部橋
橋長：65.0m
建設年：1977年(昭和52年)
橋梁形式：3径間連続鋼方杖ﾗｰﾒﾝ橋(ｹﾞﾙﾊﾞｰ桁)
所在地：宮古市
点検結果：平成27年度(2015年度)

健全性Ⅲ(早期措置段階)
主な工事内容：当て板補修工、伸縮装置補修工
工事期間：令和２年度～令和３年度

○工事着手前(当て板補修工) ○工事完成(当て板補修工)

○工事状況(当て板補修工)補修・補強工事の概要



橋梁の補修・補強工事事例⑤ 岩⼿県県⼟整備部

23

路線名：主要地方道一関大東線
橋梁名：猊鼻大橋
橋長：90.1m
建設年：1982年(昭和57年)
橋梁形式：３径間連続非合成鈑桁橋
所在地：一関市
点検結果：平成27年度(2015年度)

健全性Ⅲ(早期措置段階)
主な工事内容：支承補修工、伸縮装置交換工
工事期間：令和元年度～令和２年度

○工事着手前(伸縮装置交換工) ○工事完成(伸縮装置交換工)

○工事状況(伸縮装置交換工)補修・補強工事の概要



岩⼿県県⼟整備部高校生との協働による橋梁点検①【概要】

○道路インフラメンテナンスの必要性や重要性の理解向上と自ら実施した点検が県民の安全

な暮らしを支えるという土木の魅力を感じてもらうことにより、土木業界の担い手の確保・

育成を推進するため、令和元年度から高校生(県内工業高校)との協働による橋梁点検を実施

○令和元年度は１校、令和２年度は２校を対象に橋梁点検を実施しており、令和３年度は

対象を４校に拡大予定
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高校生との協働による橋梁点検実施状況 令和元年度の高校生との協働による
橋梁点検実施状況(盛岡工業高校)

令和元年度の高校生との協働による
橋梁点検実施状況(盛岡工業高校)

年度 対象高校 内容 実施年月日

現地点検 令和元年11月21日

健全性
診断

令和元年12月19日

報告会 令和２年２月７日

現地点検 令和２年12月18日

健全性
診断

令和３年１月28日

橋梁補修
設計勉強会

令和３年２月５日

報告会 令和３年２月10日

現地点検 令和２年11月25日

健全性
診断

令和３年１月20日

報告会 令和３年２月19日

令和
元年度

岩手県立盛岡工業高等学校
土木科３年生
橋梁調査班等９人

岩手県立久慈工業高等学校
建設環境科２年生
環境土木コース８人

岩手県立盛岡工業高等学校
土木科３年生
橋梁調査班７人

令和
２年度



岩⼿県県⼟整備部高校生との協働による橋梁点検②【点検】

○県及び点検業者の指導を受けながら、岩手県道路橋定期点検要領に基づいて高校生自らが

現地で点検を実施
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高校生との協働による橋梁点検実施橋梁

年度 対象高校 路線名 橋梁名 橋長(m) 建設年

一般県道
盛岡石鳥谷線

下黒沢川橋
(紫波町)

13.7
1978年

(昭和53年)

一般県道
中寺林犬渕線

中口橋
(花巻市)

10.6
1960年

(昭和35年)

一般県道盛
岡石鳥谷線

杉の下橋
(矢巾町)

10.4
1978年

(昭和53年)

一般県道
矢巾西安庭線

林平橋
(雫石町)

34.7
1992年

(平成４年)

一般県道
矢巾西安庭線

林平陸橋
(雫石町)

15.0
1992年

(平成４年)

一般県道
矢巾西安庭線

白根沢橋
(矢巾町)

47.0
1990年

(平成２年)

主要地方道
盛岡横手線

黒沢川橋
(雫石町)

18.0
1956年

(昭和31年)

主要地方道
盛岡横手線

桝沢橋
(雫石町)

55.0
1998年

(平成10年)

主要地方道
一戸山形線

蒲野橋
(久慈市)

13.5
1962年

(昭和37年)

一般国道
281号

丹内橋
(久慈市)

16.8
1991年

(平成３年)

一般国道
281号

岩井橋
(久慈市)

24.4
1996年

(平成８年)

一般県道
野田長内線

広内橋
(野田村)

28.5
2012年

(平成24年)

令和
元年度

盛岡工業
高校

令和
２年度

盛岡工業
高校

久慈工業
高校

(一)矢巾西安庭線林平橋の橋梁点検状況
(R２.12.18 盛岡工業高校)

(主)一戸山形線蒲野橋の橋梁点検状況
(R２.11.25 久慈工業高校)



健全性診断の実施状況
(R３.1.20 久慈工業高校)

岩⼿県県⼟整備部高校生との協働による橋梁点検③【診断】

○県及び点検業者の指導を受けながら、現地での点検結果を踏まえて、橋梁ごとの健全性を

診断し、岩手県道路橋定期点検要領に基づく点検調書を作成
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高校生との協働による橋梁点検での健全性診断結果 健全性診断の実施状況
(R３.１.28 盛岡工業高校)

年度 対象高校 路線名 橋梁名 橋長(m) 健全性

一般県道
盛岡石鳥谷線

下黒沢川橋
(紫波町)

13.7 Ⅱ

一般県道
中寺林犬渕線

中口橋
(花巻市)

10.6 Ⅲ

一般県道盛
岡石鳥谷線

杉の下橋
(矢巾町)

10.4 Ⅰ

一般県道
矢巾西安庭線

林平橋
(雫石町)

34.7 Ⅱ

一般県道
矢巾西安庭線

林平陸橋
(雫石町)

15.0 Ⅱ

一般県道
矢巾西安庭線

白根沢橋
(矢巾町)

47.0 Ⅲ

主要地方道
盛岡横手線

黒沢川橋
(雫石町)

18.0 Ⅲ

主要地方道
盛岡横手線

桝沢橋
(雫石町)

55.0 Ⅲ

主要地方道
一戸山形線

蒲野橋
(久慈市)

13.5 Ⅲ

一般国道
281号

丹内橋
(久慈市)

16.8 Ⅱ

一般国道
281号

岩井橋
(久慈市)

24.4 Ⅱ

一般県道
野田長内線

広内橋
(野田村)

28.5 Ⅱ

令和
元年度

盛岡工業
高校

令和
２年度

盛岡工業
高校

久慈工業
高校



岩⼿県県⼟整備部高校生との協働による橋梁点検④【措置】

○令和元年度の高校生との協働による橋梁点検で健全性がⅢと判定された一般県道中寺林

犬渕線中口橋について、令和２年度の県と設計コンサルタントの補修設計の協議に橋梁補修

設計勉強会として盛岡工業高校の生徒が参加し、メンテナンスサイクルの流れを学習
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令和３年２月９日
日刊岩手建設

工業新聞(２面)

橋梁補修設計勉強会の実施状況
(R３.２.５ 盛岡工業高校)



岩⼿県県⼟整備部高校生との協働による橋梁点検⑤【報告会】

○高校生との協働による橋梁点検の成果は点検調書として取りまとめ、報告会で県に提出

○点検調書には橋梁点検を実施した生徒の名前も記載され、岩手県道路橋長寿命化修繕計画

や補修設計等の基礎資料として活用

28

高校生との協働による橋梁点検の点検調書

高校生との協働による
橋梁点検の点検調書に
は橋梁点検を実施した
生徒の名前も記載

報告会で県に点検調書を手交
(R３.２.10 盛岡工業高校)

報告会の実施状況
(R３.2.10 盛岡工業高校)



岩⼿県県⼟整備部高校生との協働による橋梁点検⑥【R３実施予定】

【令和３年度の実施予定（黒沢尻工業高校）】

○現地点検：令和３年９月27日（月）

主要地方道花巻平泉線瀬畑大橋、一般国道107号菱内橋等４橋の橋梁点検を予定

○令和３年度からドローン等の新技術を活用した点検も実施予定
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令和３年度の点検対象橋梁(黒沢尻工業高校)

承認番号 平28情使、第307-GISMAP37585号

路線名
橋梁名

(市町村名)
橋長
(m)

完成年

主要地方道
花巻平泉線

瀬畑大橋
(北上市)

168.0
1994年

(平成６年)

一般国道
107号

菱内橋
(北上市)

68.0
1975年

(昭和50年)
一般国道
107号

古城場２号橋
(北上市)

4.9
1984年

(昭和59年)
一般国道
456号

中島橋
(奥州市)

16.0
1961年

(昭和36年)

菱内橋

瀬畑大橋


